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拠
れ
る
植
民
政
筑
白
崎
形
見
・
琉
球
と
ペ
ル
リ
提
督

第
二
十
四
巻

九
O
六

部
γ

別
協

説
れ
る
制
民
政

策

山

崎

形

見

琉
球
三

リ

提

督

-J、、

JV 

山

本

乃

美

越

嘉
永
一
万
年
向
泰
六
歳
に
し
て
王
位
を
嗣
ぎ

L
が
、
先
例
に
遵
ひ
我
が
困
へ
は
翌
年
謝
恩
使
を
透
。
し
も
・
支
那

の
間
封
伎
の
渡
来
し
て
向
泰
を
琉
球
凶
巾
山
王
に
封
じ
た
の
は
、
承
位
後
十
九
年
を
経
過
し
た
鹿
腿
二
年
一
で
ゐ
つ

た
、
北
〈
長
日
月
の
間
叩
到
の
雌
の
行
は
れ
な
か
っ
た
こ
正
は
前
例
の
無
い
所
で
ゐ
る
が
、
恰
も
蛍
時
琉
球
の
周

怖
は
同
幽
王
未
だ
幼
少
な
る
に
、
内
外
に
嚇
到
す
名
政
務
亦
前
例
無
き
程
多
事
多
端
で
ゐ
う
た
柏
崎
め
仁
、
絡
に
共
的
機

曾
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ら
'
ミ
試
み
に
卦
外
関
係
に
就
て
飢
察

L
t
も
・
文
政
年
聞
に
和
脱
船
ゆ
琉
球
に
波

来
し
て
よ
り
以
来
、

英
般
・
仙
仙
川
等
相
秘
て
来
航
し
、
倫
恭

ω附
に
至
ち
て
は
嘉
永
六
年
に
水
師
提
品
目
ペ
U

F

W

ノの

率
ひ
た
る
米
艦
の
渡
来
す
る
さ
へ
あ
ち
、
彼
等
の
同
県
の
目
的
は
那
港
に
存
し
た
る
や
、
他
民
的
領
土
熱
の
最
も
旺

椛
な
り
し
官
時

ω欧
洲
靖
国
の
質
情
よ
ち
せ
ば
、
共
の
意
闘
を
察
し
得
F
る
に
あ
ら

F
る
も
、
今
は
姑
く
斯
か
る

推
時
酬
を
避
げ
、
彼
等
自
ら
言
明
せ
る
所
に
憐
れ
ば
、
通
商
交
通
の
目
的
を
以

τ渡
来
し
た
も
の
で
あ
る
ご
稽
し
て

居
っ
た
o

併
し
腕
に
述
べ
た
る
が
如
〈
琉
球
は
大
洋
中
の
一
小
島
闘
で
め
っ
て
、
何
等
通
商
貿
易
の
目
的
物
ご
な
る
べ
き

4 

• 

-、

， • .・e



貨
物
を
産
し
な
い
Z
云
ム
理
由
を
以
て
拒
絶
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
嘉
氷
六
年
却
も
拘
泰
の
王
位
を
嗣
ぎ
し
ょ

ベ
E
F
F
は
軍
艦
を
卒
ひ
て
琉
球
仁
志
ゅ
・
9
、
彼
は
到
着
後
海
陸
二
組
の
採
除
隊
を
組
織
し
て
泊

bd
僅
に
数
年
後
に
、

岸
の
測
量
及
び
島
内
の
調
査
を
潟
き
し
め
、
自
ら
は
別
に
一
隊
を
率
ひ
て
首
里
城
に
赴
き
直
接
揖
政
Z
面
談
を
遂

げ
た
、
此
〈
L
τ
留
ま
る
こ
ご
数
日
、
艦
船
の
一
部
を
残
し
て
同
年
六
月
初
句
小
笠
原
島
に
向
っ
て
出
後
し
た

が
、
同
月
下
旬
再
ぴ
那
一
樹
に
蹄
h
J
、
真
に
七
月
初
旬
に
は
浦
賀
に
向
ひ
、

同
月
末
に
又
那
覇
に
師
航
し
た

此
0) 

如
(
静
岡
山
川
の
琉
球
は
恰
も
米
凶
艦
隊
の
一
根
篠
山
た
る
が
如
、
主
制
酬
が
め
っ
て
、

ぺ
戸
リ
は
此
蕗
に
北
(
の
艦
船
の

部
を
止
め
て
浦
賀
依
約
締
結
の
準
備
を
活
L
P
、
彼
が
琉
球
に
岨
到
し

τ如
何
な
る
考
ヘ
を
持
っ
て
居
っ
た
か
ご
云

ふ
事
に
就

τは
、
自
ら
本
国
の
海
軍
卿
に
提
出
[
た
意
見
書
中
に
『
目
下
日
清
両
国
に
於
て
主
雄
の
論
守
中
に
在

る
琉
球
に
て
も
重
な
る
継
を
閲
か
し
U
る
魔
悟
な
り
、

之
は
管
に
抗
公
徳
上

E
賞
な
る
の
み
な
ら
宇
、
世
界
の
H

引
用

よ
り
見
る
も
至
賞
の
こ
ご
な
り
・
琉
球
は
A
Y
や
薩
藩
の
下
仁
在
り

τ人
民
は
苛
酷
な
る
座
制
に
背
め
b
、
故
仁
彼

等
に
劉

L
正
義
正
親
切
ご
を
以
て
す
れ
ば
必
中
我
に
信
服
す
ぺ
き
な
り
、
日
本
政
府
も
亦
合
衆
闘
の
筈
意
な
き
を

白
川
ら
ば
我
を
友
邦
正
認
む
る
じ
足
る
べ

L
云
々
」
ご
述
べ
て
居
る
の
を
以
て
も
、
共
の
一
摘
を
窺
ふ
二
ご
が
出
来

品
、
琉
球
仁
於
て
は
最
初
は
ベ

F
9
の
要
求
を
担
絡
し
柁
が
、
数
回
談
制
を
重
ね
た
る
後
絡
に
之
を
承
諾
す
る
の

止
む
な
量
に
至

h
、
安
政
一
元
年
六
月
美
の
要
求
を
容
れ
て
候
約
文
を
交
換
す
る
こ
正
、
な
っ
た
・
酔
同
時
の
党
是
正

就
て
は
、
鈴
木
文
拳
士
抄
誇
『
ベ

U
F

リ
提
督
日
本
港
征
記
』
(
之
は
有
名
な
る

AHEZι
印

E
H
E
V宮
口
何
者
色
配
。
ロ
ョ

第
一
一
十
円
佐

九

O
七

第
五
控

前

現H

践
れ
る
机
比
附
鉱
山
崎
形
見
・
疏
球
と
ベ
ル
り
蛇
甘

1

・守マ
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正
以
上
の
事
を
琉
球
に
求
め
る
も
の
で
は
な
い
、
伎
に
嬰
求
全
世
に
封
し
て
満
足
な
る
回
答
を
翌
日
正
午
迄
に
奥

~包

謀
れ
る
柿
民
政
策
山
崎
川
市
児
・
琉
球
と
ベ
ル
り
提
督

日~t

第
二
十
四
巷

4
A
C
λ
 

第
五
都

一

ε
n
c
E
-
Z【

-
C
]
司
日
々
、
同
白
出
品
、
凶
〈
O
E
・
中
の
第
一
容
を
抄
誇

t
た
も
の
で
あ
る
)
中
に
次
の
如
〈
に
記
さ
れ
て

居
る
。提

替
は
日
本
に
於
て
比
較
的
成
功
せ
る
よ
h
琉
球
に
於
て
も
夫
れ
仁
劣
ら
ダ
る
成
功
を
確
信

Lτ
居
っ
た
、
此

〈
し
て
彼
は
早
速
踊
政
に
曾
見
を
求
め
た
が
、
先
づ
以
て
要
件
を
燐
政
に
知
ら

L
め
置
〈
を
得
策
芭
考
へ
、

ア
タ.

ム
ス
会
謀
長
に
支
那
請
の
通
詳
ウ
ノ
ヰ
リ
ア
ム
を
附
け
て
那
覇
の
盟
主
及
び
役
人
等
に
三
の
要
件
を
開
陳
せ

L
め

た
、
共
の
(
第
一
)
以
家
屋
の
借
受
け
家
賃

ω割
合
並
に
支
抑
方
法
に
閲
す
る
事
で
、
卸
も
石
氷
貯
臓
庫
ど
し
て
六

百
噸
を
容
る
、
に
足
る
家
屋
を
要
す
る
故
北
(
の
建
築
を
許
す
か
、
若
(
は
琉
球
政
府
の
費
用
を
以

τ建
築
L
夫
れ

に
謝
し
て
は
相
嘗
の
家
賃
を
支
梯
ふ
故
、
何
れ
か
一
方
を
承
諾
す
る
事
、
(
第
二
)
は
自
今
米
国
民
仁
劃

L
て
間
諜

を
附
す
る
慌
の
ζ

己
な
き
事
、
者

L
強

τ間
諜
を
附
す
る
時
は
如
何
な
る
晶
盟
事
が
趨
ら
ぬ
ご
も
限
ら
ぬ
、
其
の
場

合
に
は
責
任
は
琉
球
に
在
る
事
、
(
第
一
二
)
は
市
場
に
於
て
物
品
貰
買
の
自
由
セ
許
L
、
軍
艦
の
需
要
品
購
入
の
途

を
開
〈
事
等
で
品
っ
た
、
之
に
封
し

τ琉
球
側
で
は
提
督
Z
曾
見
の
際
、
(
第
一
一
」
の
要
求
は
容
れ
る
が
・
(
第
二

の
要
求
は
琉
球
の
頗
る
困
る
所
で
あ
り
・
又
(
第
一
ニ
)
の
要
求
は
元
来
貢
買
は
人
民
山
自
由
な
る
を
以
て
・
橋
政
仁

於

τ之
を
如
何
ピ
も
す
る
こ
己
は
出
来
的
制
ピ
の
理
由
の
下
に
僅
よ
〈
桓
絶
せ
ん
ご
し
た
、
そ
こ
で
提
督
は
吾
#
の

要
求
は
後
手
で
決

L
て
無
理
な
る
も
の
で
は
な
い
.
諸
岡
民
も
同
意
[
日
本
よ
h
も
同
意
を
得
ん
ご
し
て
居
る
ニ

-、

・..
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へ
ら
れ
凶
場
合
に
は
、

f
f
r
r
E
r
u
u即
r
f
E
V官
官

r
r智
ず

U
F
r
E
F一
れ
し
で
宮
町
い

r
、
事
態
此
の

如
(
な

h
L
を
以
て
琉
球
側
仁
於
て
も
絡
に
譲
歩
し
て
要
求
全
部
に
胞
子
る
の
止
む
な
き
こ
と
、
、
な
り
、

石
炭
庫

に
就

τは
琉
球
人
の
手
に
於
て
建
築
の
準
備
が
整
ひ
、

家
賃
は

一
ヶ
月
十
弗
=
定
め
ら
れ
、

市
場
に
闘
し

τは
婦

双
方
互
に
譲
歩
い
て
那
誠
会
館
に
貢
庖
を
開
き
、

闘
内
の
産
物

人
が
外
国
人
吉
直
接
資
買
す
る
を
嫌
ふ
所
よ
h
、

を
陳
列

Lτ
求
め
に
廊
じ
寅
ら
し
む
る
ニ
ご
、
な
っ
た
、
新
〈
し
て
第
一
回
の
バ
ザ
ー
は
艦
隊
の
出
後
前
傑
の
昨

聞
を
利
用
し
て
閲
か
れ
た
が
、
琉
球
の
産
物
正
し
て
は
椀
・
盆
・
小
箱
類
・
芭
蕉
布
・
木
綿
・
絹
帯
地
・
草
履
・
留
針
・
扇

子
-
漬
物
・
煙
草
・
煙
車
入
等
が
陳
列
せ
ら
れ
た
、

提
相
官
は
島
民
己
米
人
ご
の
問
に
成
立
し
炉
、
っ
た
好
怖
を
永
〈

持
繍
せ
ん
ご
せ
ば
、
始
抽
将
軍
艦
-f
碇
泊
せ
し
め
龍
〈
必
要
あ
り
ご
認
め
、
プ
ソ
マ
ス
鋭
を
那
覇
に
残
し

τ香
港
に

向
つ

τ解
輔
惜
し
た
。

べ酌
F

リ
が
此
〈
強
硬
な
る
態
度
を
以

τ琉
球
王
廊
に
其
的
要
求
を
強
制
し
、
之
に
劃
し
て
は
殆
ど
是
非
の
論
議

を
許
さ
な
か
う
た
理
由
は
何
に
ゐ
る
が
吉
一
云
ふ
事
セ
考
ふ
る
に
、

ペ
片
リ
の
目
的
は
日
本
又
は
日
本
近
海
に
於
て

通
嘗
の
避
難
港
U
A
ぴ
食
料
品
問
水
等
の
供
給
所
を
獲
ん
ご
す
る
に
め
っ
た
も
の
で
、
夏
仁
時
宜
に
依
b
て
は
英
国
の

東
洋
方
面
に
於
け
る
植
民
的
活
動
に
針
抗
し
て
自
園
も
亦
近
東
に
其

ω活
動

ω根
織
地
を
得
、
彼
等
の
所
謂
E
義

人
道
の
美
名
の
下
に
質
は
一
極
的
帝
国
主
義
を
寅
行
せ
ん
ご

ι、
並

(ω
目
的
の
銭
め
に
琉
球
・
小
笠
原
島
等
を
探

高

E
L叉
我
が
園
に
も
来
た
も
の
で
あ
る
、
而
し

τ嘗
時
の
我
が
同
情
は
叉
彼
等
に
最
も
良
き
口
質
を
奥
へ
た
の
で

詑

苑

謀
れ
る
椛
民
政
策
山
崎
惜
見
・
琉
球
と
4

ル
リ
提
督

第
二

4
凹

也

管

九
O
九

第

N
腕
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正直

泣

現
品
る
縮
局
政
策
内
崎
dm
凡
・
琉
球
と
4

ル
リ
提
督

第
二
十
円
程

;， 

O 

第
五
貌

凹

ゐ
っ
て
、
却
も
従
来
北
太
両
洋
方
面
に
於
て
行
は
れ
た
捕
鯨
業
は
衣
第
に
北
太
卒
洋
方
面
に
移
b
、
其
の
好
況
時

代
に
は
一
ヶ
年
に
一
千
五
汀
高
弗
以
上
の
米
闘
の
資
本
が
之
に
投
告
ら
れ
、
叉
共
の
従
業
者
の
教
に
於

τも
一
高

人
を
下
ら
ぬ
古
云
ふ
有
様
で
、
自
然
是
等
の
捕
鯨
紬
中
い
い
は
日
本

ω近
海
に
於
て
遭
難
L
、
或
は
叉
食
料
炭
水
等

の
敏
之
を
戚
中
る
者
を
生
悲
し
む
る
に
至
つ
た

然
る
に
鎖
岡
日
本
の
官
時
の
山
川
越
に
於
て
は
外
岡
の
船
舶
が
鍛

令
近
海
仁
於
て
遭
難
す
る
も
日
本
的
地
慨
に
は
入
る
を
許
古
宇
、
叉
難
破
般
員
等
の
漂
着
す
る
め
る
も
之
を
虐
泊

L
て
顧
み
な
い
宝
石
ム
有
慌
で
.
現
に
一
人
四
六
年
に
二
隻
の
捕
鯨
舶
が
日
本
近
海
に
於
て
難
破
し
た
時
、
北
(
の

水
夫
等
が
虐
待
せ
ら
れ
た
ご
一
五
L
放
を
以
て
、
米
岡
政
府
は
日
本
は
文
明
困
の
負
ム
ペ
言
責
任
を
謹
(
き
な
い
、

戒
闘
民
が
天
災
り
符
め
に
北
(
の
海
岸
に
漂
着
L
だ
他
岡
民
を
取
扱
ふ
上
に
於
て
非
文
明
的
の
態
度
に
出
づ
る
な
ら

ば
.
斯
か
る
園
民
は
之
を
人
類
共
同
の
敵
ご
宥
倣
3
ね
ば
な
ら
ぬ
己
宣
言
し
た
る
と
ご
吉
へ
ゐ
っ
た
、
故
に
米
国

に
ど
b
て
は
期
か
る
朕
態
に
し
て
依
然
ご
し
て
存
縦
せ
ん
か
、
雷
に
捕
鯨
業
の
み
な
ら
字
通
商
交
通
共
の
他
一
切

の
太
卒
洋
上
仁
於
り
る
活
雌
に
少
か
ら

Y
る
危
険
ご
不
安
を
成
品
r
F
る
を
得
な
い
所
が
ら
・
此
の
問
題
解
決
の
鍵

を
恰
も
海
軍
出
身
に

L
τ
強
烈
な
る
帝
国
主
義
者
で
あ
っ
た
ペ

y

y

に
托
し
た
も
の
で
あ
る
。

併
し
4

y

y
も
初
め
は
共
の
使
命
を
杢
ふ
[
得
る
や
否
や
に
就

τは
幾
分
疑
び
を
有
し
、
高
一
失
敗
に
終
り
た

る
場
合
仁
は
如
何
に
す
ぺ
き
か
三
一
去
ム
第
二
案
を
胸
中
に
番
い
て
遠
征
の
途
に
上
っ
た
、
其
の
所
謂
第
二
集
の
目

椋
ご
な
っ
た
も
の
が
卸
も
琉
球
で
、

日
本
正
の
談
判
が
都
合
好
〈
蓮
ば
な
い
時
は
、

琉
球
r
h
r
H
M問

L
て
太
平
洋
上

ー、

， . .~.， 
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仁
於
け
る
米
闘
の

一
根
換
地
ご
な
さ
う
ご
一
五
ふ
の
が
ペ

p
p
の
腹
案
℃
ゐ
っ
た
掛
川
め
に
、

琉
球
に
謝
L
て
は
最
初

よ
h'
頗
る
掛
川
勝
的
な
る
態
度
を
以

τ臨
み
、

前
越
の
如
〈
に
悲
も
考
慮
の
伶
地
hr
奥
へ
な
か
っ
た

此
の
事
は
彼

よ
h
木
闘
海
軍
省
に
逸
つ
柁
左
の

が
一
入
五
二
年
十
二
月
十
四
日
附
を
以

τ遠
征

ω途
中
三
ア
イ
ラ
(
出
色
仰
向
日
)

書
簡
を
以
で
も
之
を
知
る
-
】
古
が
出
来
る
o

『
合
歯
車
以
来
本
官
は
日
本
行
の
ま
如
何
仁
付
一
層
考
慮
す
る
悶
を
件

4
4
J
fド

γ
5
J
4
J

r
r
u
f
F山
引
い
智

Jγ
官
官

r智
r
u
v
uソ
ド
川
中
岡
山
初
心

q
u
v
r
r
r町
u
f
r
w巾
備
は
幾
分
の
疑

υ

有
之
候
も
、

結
局
問
題
化
る
大
問
的
を
蓮
1
得
ら
る
ぺ
し
ご
自
信
州
市
在
航
、

噛
用
備
的
且
つ
浴
易
仁
成
就
L
得
べ

き
手
段
ご
し

τは
.

我
が
捕
鯨
船
共
の
他
の
姉
舶
の
避
難
及
び
供
給
の
斜
め
に

一
港
一
え
は
放
排
他
念
夜
ち
に
獲
得

す
る
の
要
有
之
一
候
而
し
て
干
し
日
本
政
府
が
本
土
[
於

1
1
1
1
哨
リ
リ
ペ
リ
ー
一
一
山
1
1
1
1

に
依
る
外
子
ぜ
占
領
1
る

ω
設
な
き
時
は
、
位
陣
川
町
山
由
一
♂
有
し
旦
〈
つ
山
吹
雪
山
一
切
」
得
る

ω
使
J
J
H
j
w

白
在
、
一
ご
引
宮
町

γ
官
官
町
安
ド

U
J
f
m掛
J
r
f
f
叩
fイ
ザ

f
r
f

…トvJ怖いい
い
、
ー
、
j

J

J

I

一

(円。

4
n
T耳
q
o
c司
)
♂
和
平

'r』
陶
酔
町
皆
川

Hr・
出
削

r
t
r依
一
一
リ
唯
一
一
一
即
日
、
川
市

ι
J
1な

btE稲

川

t
v
r
v
v・
宮
字
引
宮
駅

V
T昨

vrwvfMdで
ぽ
支
那
政
府
に
依

hτ
守
は
れ
居
h
p
候

我、
古宮、

脚
判
官
町
官
官
町

f
r
甚吾川加
r
r
z
r
v
v
吾川慣が事
r
f
f
γ
J
f
f
γ
日

γ
叩一点…出叩

f
v官
官

r
r山

田
町
則

r
r
v
u
r
rぽ
r
r
r
w
r
r
r
r
r
r
f・
r
f野
山
り
帯
同
法
則
に
照
ら
す
も
正
蛍
な

百世

施

謀
れ
る
杭
民
政
策
山
崎
形
見
・
琉
球
と
・
ヘ
ル
9
提
督

第
二
十
四
番

1L 

部一
h
脆

五

-、
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詑
苑
鶴
れ
る
杭
民
政
策
四
時
形
見
・
琉
球
主
ペ
ル
リ
提
督

る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
候
、
而
し
て
土
着
民
の
放
題
を
改
善
す
べ
き
結
果
よ
0
せ
ば
此
の
議
論
は
一
一
府
有
カ
な
色

第
二
十
四
巻

A 

第
一
』
披

プミ

ん
か
古
存
じ
申
艇
、

!
i似
A
T
文
明
に
件
ふ
書
感
は
あ
b
Z
L
て
も
、

我
が
海
上
艇
の
大
敵
た
る
英
国

の
東
方
に
於
り
る
占
領
地
ご
共

ω防
備
ゐ
る
港
、
栂
の
急
逮
且
つ
不
断
の
増
加
古
ぞ
見
る
時
は
・
我
が
闘
に
於
て

も
敏
活
な
る
方
法
に
出
づ
る
の
必
要
を
戚

ι申
候
‘
世
界

ω地
闘
を
織
り
ば
大
英
闘
は
飢
に
来
印
皮
及
び
支
那

海
殊
に
後
者
に
於
て
最
も
重
要
な
る
地
貼
を
占
領
致
し
居
る
こ
ご
は
明
か
に
候

辛
に
も
日
本
並
に
太

p
r
rげ
グ
ド
川
内
町
一
り
宮
町
川
出
品

r町
げ

rぽ
r
u昨
r
r
p
p脚一
ι
い

mmrr
ぃ
rvγ
、

wじ
で
川
悦
骨
す
が

r
v
v
r
w
r
f
f骨
u
rい
で
ゆ
刷

r重
度

f
r
f
dけ
さ
町
山
間
げ

E
F師
rm明
r
r
r
r止
で
、
山
刊
酌
同
蛇
一
円
船
砥
山
抽

出他山
Z

酌明釦吋
T
J
V
U
d
町田町四山間一

V
T山田

r山
時
貯
P
H
Q
山川昨

r智
r
J
v
r
一rrr
rr明
、

い

而
し

τ
・へん
F
P
ω
此
の
書
簡
に
封
し
て
内
務
卿
ヱ
グ
エ
レ
ヴ
ト
よ
り
の
阿
答
の
一
部
は
弐
の
如
く
で
あ
っ
た
。

「
十
二
月
イ
四
日
附

ω貴
翰
は
一
昨
箪
卿
よ
b
本
省
に
移
牒
せ
色
刷
、
本
官
よ
h
大
統
領
に
提
山
致
L
候
、
大
統

傾
は
賞
官

ω
率
ゆ
る
遠
征
隊
の
安
全
り
必
要
上
側
利
な
る
避
難
泌
を
得
た
し
ご
の
切
な
る
賞
意
に
同
意
を
表
せ

ら
れ
候
、
貴
官
に
於

τ若
し
武
力
に
依
る
に
あ
ら
宇
ん
ば
日
本
諸
島
内
に
之
を
獲
る
こ
ど
能
以
宇
E
思
考
き
れ

な
ば
仙
の
地
方
仁
於

τ之
を
求
む
る
こ
ど
必
要
吉
存
じ
候
、
介
骨
骨
山
町
山
日
皆
川
り
E

昨
ド

p
p昨山崎山同島同
v
r
一ι町

の
目
的
を
達
し
得
べ
し
ぜ
の
意
見
に
有
之
候
・
」
ご
。

然
ゐ
に
4

F

9

を
援
け
て
東
洋
方
面
に
斯
か
る
帝
国
主
義
的
飯
土
僚
出
抗
策
を
宣
行
せ

L
め
ん
ご
し
た
る
レ
ペ
フ

1) W. S. Rossiter， "The First American Imperialist・'.(“The North A me-
n日 nReview，" vol目 182.pp. 244-245)。
高橋作街博士論~H'米之新岡係H-λ乃童三丸買。
Rossiter前掲論文.p. 245"， 高橋博士同前』三O頁。2) 
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9
カ
ン
黛
の
大
統
領
プ
ヰ

作
壬
ア

!λ
の
級
を
承
け

τピ
1
ア
旦
大
統
領

ω任
に
就
〈
や
、
彼
は

J

プ屯

F
ラ
ッ
ト

議
の
方
針
に
遵
ひ
従
来

ω政
策
を
改
め
た
鋳
め
に
、

ベ

p
y
の
提
案
も
自
然
本
国
政
府
仁
於
て
は
之
を
重
大
掛
し

な
く
な
っ
た
、
併
し
ペ
ル
リ
は
飽
迄
共
の
所
信
を
断
行
せ
ん
ご
し
て
、

翌
年
六
月
二
十
五
日
那
覇
よ
土
具
に
海
軍

卿
に
港
、
り
し
書
館
中
に
も
、

琉
球
及
び
小
笠
原
島
の
占
領
に
言
及
し

τ次
の
如
〈
に
議
べ
て
居
る
。

「
本
官
は
巡
航
の
嘗
初
よ
り
郵
航
航
路
の
聯
絡
地
若
〈
は
趨
蛍
な
る
停
留
地
正
し

τ並
に
碇
泊
の
一
般
の
便
宜

の
縛
め
仁
目
下
碇
泊
せ
る
港
(
琉
球
那
覇
)
及
び
小
笠
原
誠
島
の
主
な
る
港
湾
に
断
え
す
注
意
し
来
り
候
、
(
中

防
)
本
官
は
此
の
書
簡
に
於

τ小
笠
原
諸
島
の
詳
細
を
悉
〈
す
こ
古
能
以
中
候
も
、

ロ
イ
ド
地
は
貯
来
所
並
に

汽
舶
の
停
留
所
に
最
も
遁
せ
る
ニ
ご
を
申
上
「
れ
ば
充
分
に
候
、
某
の
地
理
上
の
位
置
は
サ
ン
ド
ヲ
ヰ
ツ
チ
島

よ
b
上
海
又
は
香
港
に
到
る
航
路
に
便
な
る
所
に
有
之
供
、

-
若
し
本
省
に
し
て
合
衆
閣
の
名
に
於

τ該

島
を
占
領
せ
ん
ご
す
る
希
望
あ
ら
ば
、
本
官
は
子
五
領
し
且
つ
之
を
保
有
せ
ん
が
斜
め
に
最
善
の
方
法
J

品

中

ぺ

〈

候

、

昨

駅

伝

H

わ
砂
川
工
町
一
昨
仕
小
骨
骨

r
v酌胸骨
r
f
t
f山
u
F
r
v官一
r
r
r昨
一
し
ん
問
つ
で
ぶ

宮

r
r師
r
r
r官
官

r町
f
v昨
い
も
恥
同
町

r
r
r
u官
リ
リ
官
、
-
一
:
:
ぃ

t
。

之
に
謝
し
て
米
関
政
府
は
合
衆
闘
の
信
用
を
傷
り
守
、
叉
日
本
仁
害
を
及
ぼ
さ
宇
L
て
平
和
的
の
協
商
に
依
bd

て
英
の
目
的
を
達
し
得
ば
兎
に
角
、
之
が
活
め
に
武
カ
を
用
ゆ
る
が
如
き
こ
ご
は
不
可
な
る
旨
を
停
へ
、
前
大
統

傾
の
嘗
時
必
要
め
る
場
合
に
は
箪
艦
を
増
減
寸
ぺ
吉
駅
契
ゐ
り
し
を
種
々
の
理
由
の
下
に
拒
否
し
た
、

.へ

w
p
は

第
二
十
四
巻

7L 

第
五
腕

七

設

苑

謀
れ
る
植
民
政
策
の
暗
部
見
・
琉
球
と
ペ
ル
リ
提
督

高橋博てI 同前，三二乃至二三頁oRossiter前提諭立， p. 2460 
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苑

J丸

謀
れ
る
机
川
内
政
筑

ω晴
憎
見
・
琉
球
と
イ
ル
リ
提
督

第
二
十
同
省

7L 

四

第
五
観

此
の
新
大
統
領
の
下
に
於
け
る
政
府
の
方
針
に
は
頗
る
不
満
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
は
る
、
こ
正
は
、

一
八
五
三
年

九
月
二
日
附
本
国
政
府
へ
の
彼
山
書
簡
中
に
、
「
訓
A
T
じ
鍾
一
見
ゐ
b
て
本
官
製
生
の
品
仙
の
大
目
的
を
樽
骨
し
む
る
こ

ご
な
き
を
信
じ
申
候
、
本
山
口
は
前
政
府
殊
に
内
ノ
ヱ
プ
ス
タ

1
氏
よ
り
此
の
責
任
あ
る
峨
務
に
付
車
獅
に
行
動
す
ぺ

き
こ
と
の
保
障
'
f
得
巾
候
、

此
の
任
務
は
金
〈
海
軍
的
に
し
て
海
軍
の
手
段
に
依
h
て
蕗
理
せ
ら
る
べ
き

も
の
な
る
が
故
に
、
成
功
を
得
ん
ご
せ
ば
我
が
杢
箪
の
自
由
E
つ
他
よ
b
何
等
の
制
限
を
受
〈
る
こ
ご
な
き
指
押

を
紹
制
割
に
必
要
己
致
し
候
、
普
通
の
外
交
上
の
諸
規
則
を
守
る
も
是
等
の
怜
例
に

L
t
校
時
仰
な
る
人
民
に
は
萄
も

放
浪
無
之
候
』
言
言
ひ
、
叉
同
年
十
二
月
二
十
四
日
附

ω書
簡
に
は
、
「

本
官
が
住
厨
な
る
琉
球
品
の
官
憲

及
び
人
民
に
謝
し
て
既
に
獲
得
L
た
る
勢
力
を
紛
紛
せ
し
む
る
方
針
仁
付
訓
λ
?
を
仰
ぎ
皮
候
、
・
・
や
中
小
咽

γ
山町

て
町
十
一
一
世
紀
以
来
壬
統
漣
昨

r
r町
一
り
日
本
一
り
一
町
骨
炉
一
昨
山
田
上
山
り
か
昨
日
比
一
口
扶
貯

V
Eい
や
、
狩
伊
一
昨
か
一
昨
ド

前
和
川
の

r
yな
一
。
野
か
及
川
日
昨
世

rru-脚
パ

Arfzuu、
一
の
功
徳
た
ハ
匂
ぺ
き
い
-
耽

v
r、
宏
一
円
い

J
r
r
r
r

rrdρ
官
、
配
布
町
山
r
宮
ぃ
r
一
v
v
u
f
r
y炉
問
げ
官
官

wvrhr官
r山
削
ザ
昨

w
r官
官

r
r
vぽ
宮

v
f
f

ご
は
順
序
上
自
明
の
事
に
省
之
候
、
本
官
は
東
洋
に
於
け
る
我
が
海
上
椎

ω支
持
に
積
極
的
に
必
要
な
る
手
段
ご

し
て
、
地
球
の
此
の
方
面
仁
立
川
地
を
設
〈
る
の
使
な
る
ニ
ご
を
責
任
を
以
て
申
進
め
候
」
日
言
ひ
、

一
入
五
四

年
一
月
二
十
五
日
附
の
書
簡
仁
は
、
「

特
別
の
訓
令
な
き
場
合
に
は
本
官
自
ら
責
任
を
負
ひ
て
自
己
の
最
良

ご
判
断
す
る
所
に
従
ひ
各
事
情
に
廊
じ
て
行
動
す
る
の
必
要
可
有
之
候
、
此
の
目
的
上
本
官
は
若
し
日
本
政
府
に

高崎博士同前，三 t頁。

高橋博士同前，三九頁。

Rossiter前掲論文， p. 2480 

Rossiter前掲論文， p. 2490 
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Lτ
協
世
間
を
恒
む
か
又
は
我
が
商
船
及
び
捕
鯨
舶
の
篤
め
に
碇
泊
港
を
奥
ム
る
こ
ご
を
桓
む
時
は
、
米
岡
市
民
に

伽
川
、
ヘ
ハ
り
い
い
か
い

r骨一
F
r
r
p宇
町
有
官

r背
山
間

γ
いで

r
r
r町
r即
官

r
r町一り
-r中

桃
山
坤
配

r
r
m山
町
町
一
り
町

昨

v
r
r
r
γ
、
背
山

rr町
山

r・未
払
同
削
除

r
r官
v
r
v官
rncryム
古
川
り
肘
宏
の
貯
明
い

r
r
r
r
r宇
佐
和
朝
日

rr

制
限

ω下
に
之
を
保
有
す
べ
き
所
存
に
候
.

此
の
島
の
官
憲
叉
は
人
民
は
決

L
T之
を
古
L
込
町
叉
は
之
に

-
叫
げ
を
加
へ
巾
t
間
敷
、
叉
自
衛

ω
場
合
の
外
は
決
し
て
武
力
を
川
ひ
間
敷
候
、
質
際
吾
人
は
低
に
此
の
島
に
於

て
総
て
の
必
要
な
る
勢
力
を
得
鼠
ム
リ
候
、
北
の
勢
力
は
親
切
ピ
彼
等
の
聞
に
行
は
る
、
法
律
習
慣
等
に
干
持
せ
ゲ

・:』

Z
越
ぺ

τ居
品
。

る
ニ
え
に
依
ム
り
て
得
ら
れ
た
る
も
の
に
候
、

以
上
の
4

Y

リ
の
識
簡
に
掠
b
て
見
れ
ば
、
彼
は
日
本
の
或
地
黙
に
於
て
か
者
〈
は
琉
球
及
び
小
笠
原
島
に
於

-
通
商
交
通
の
仰
嫁
地
即
も
所
謁
級
協
植
民
地
セ
獲
ん
こ
ご
に
焦
慮
し
た
る
は
明
か
で
あ
っ
て
、
此
の
偽
ら
・
5
る

告
白
に
注
意
す
る
こ
ご
な
〈
し
て
、
彼
を
一
も
こ
も
な
《
平
和
の
天
伎
の
如
〈
に
官
倍
す
る
な
ら
ば
、
夫
れ
は
却

τ地
下
に
於
け
る
彼
れ
の
迷
感
正
す
る
所
で
ゐ
ら
う
、
若
し
V

パ
プ
リ
カ
ン
黛
の
内
閣
に
し
て
一
見
に
長
〈
持
績
せ

ば
-
恐
〈
は
ペ
ル

y
の
帝
困
主
義
的
領
土
筑
張
策
は
事
質
ご
な
り
て
現
は
れ
、
少
〈
ご
も
琉
球
及
び
小
笠
原
島
の

一
部
仁
は
今
日
己
雌
も
星
僚
旗
の
郁
る
の
を
見
た
か
も
知
れ
ぬ
、
然
る
に
卒
に
も
デ
?
グ
一
プ
y

ト
紫
内
聞
の
出
現

の
怨
め
に
彼
れ
の
帝
岡
主
義
的
計
査
は
一
一
明
挫
を
来
た
し
、
琉
品
川
及
び
小
笠
原
島
民
も
漸
〈
に

L
て
虎
口
を
服
す

る
こ
子
炉
】
得
た
、
郎
も
前
掲
一
月
二
十
五
日
附
の
ペ

w
y
の
書
簡
じ
艶
L
、
同
年
五
月
三
十
日
令
衆
閥
海
箪
卿
ド

第
五
披

= 
九

謀
れ
る
杭
民
政
策
山
崎
形
見
・
琉
球
と
・
へ
ル
リ
抵
督

停
二
十
問
答

ブL

五

苗t

I~ 

高橋博士同前，凹O乃至四一頁。Ro日 iter前情論文・ p.2500 
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自白張ペ 得希且島に‘由、れ t、れ
のれノレ ベ望つをは、品、るす、 1~ 拒 主
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等、を 1"、ぴ、に抗承、正之理鯨
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1) Rossiter前掲論文， p. 252。 高橋博士同前，四五頁。
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俊
約
は
之
を
締
結
す
る
の
必
要
ゐ
る
を
認
め
、
占
領
に
代
へ
て
琉
球
ご
是
等
の
保
約
を
結
ぶ
こ
ご
、
な
っ
た
、
共

の
内
容
は
貨
物
の
資
買
・
船
舶
の
避
難
・
裁
判
の
管
轄
権
・
墳
墓
問
題
・
水
内
案
内
・
炭
水
の
供
給
等
の
事
項
に
豆
h
、

相
官
詳
密
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ご
稽
せ
ら
れ
て
居
る
、
阪
に
一
度
米
国
正
保
約
を
締
結
す
る
ニ
正
を
承
諾
し
た
以

上
は
、
同
一
の
希
望
セ
以

τ先
き
に
来
れ
る
他
の
諸
国
に
謝
し
て
之
を
短
む
こ
ご
を
得
な
い
ー
の
は
嘗
然
で
、
途
に

安
政
二
年
に
は
仰
岡
正
、
叉
同
五
年
仁
は
和
蘭
己
保
約
七
ぜ
締
結
す
る
に
至
っ
た
、
而
L
て
琉
球
ご
是
等
の
諸
国
ご

の
傑
約
は
其
の
牧
明
治
五
年
に
外
務
省
に
引
継
が
れ
た
。

阪
に
述
べ
た
る
が
如
く
政
治
上
に
於
ー
は
薩
摩
仁
隷
属
し
て
柿
民
的
保
護
地
た
る
関
係
仁
立
ち
、

経
済
上
仁
於

て
は
支
那
に
依
服
し
て
卒
ふ

ιて
其
の
地
位
を
維
持
し
っ
、
あ
h
J
[
琉
球
が
、
自
ら
寧
網
的
に
諸
外
図
正
俊
約
を

締
結
す
る
事
夫
れ
白
躍
が
般
に
大
な
る
鎚
践
で
め
る
、
放
に
ペ
ル
リ
の
諸
積
の
要
求
に
謝
し
て
琉
球
の
官
人
等
が

一
百
を
左
右
に
托
L
て
袋
易
に
承
諾
セ
輿
へ
な
か
っ
た
の
は
無
理
か
ら
ぬ
事
で
‘
上
に
国
王
を
戴
〈
も
政
治
上
の
問

題
に
付

τ
は
飽
迄
薩
摩
の
意
消
を
察
す
る
の
必
要
が
あ

h
、
(
嘉
永
年
間
以
来
外
岡
般
の
琉
球
に
来
る
も
の
多
き
を

問
げ
Z
薩
際
的
一
緒
主
は
、
務
土
中
よ
ふ
り
数
十
名
の
者
を
選
み
て
琉
球
に
遣
は
し
、
交
代
に
那
覇
に
駐
在
を
命
じ
、

其
の
中
よ
れ
，
二
名
を
琉
球
人
に
扮
装
せ

L
め
、
西
洋
人
正
の
踏
銭
に
は
必
や
同
座
し
て
其

ω事
怖
を
探
ら
し
め
、

叉
別
に
兵
を
大
島
に
配
置
し
て
時
一
の
漫
に
備
へ
し
め
た
が
、
幕
府
が
各
闘
Z
保
約
営
締
結
す
る
に
王
h
て
始
め

て
之
を
解
い
た
正
一
玄
ム
税
、

薩
摩
の
監
視
は
最
重
で
あ
っ
た
て

又
経
済
上
の
問
題
に
付
て
は
支
那
Z
の
閥
係
セ

第
二
十
川
番

第
五
挽

謀
れ
る
杭
民
政
策
山
崎
形
見
・
琉
球
と
4

ル
り
提
背

ゴι

じ
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設

苑

E同

謀
れ
る
抗
民
此
銃
山
崎
弾
丸
・
琉
時
と
可
ル
リ
旋
腎

第
二
十
問
答

ゴL

F、

館
五
就

も
考
慮
中
に
置
か
ね
ば
な
ら
泊
地
位
に
在

b
t琉
球
己

Lτ
は、

ベ
作

P
等
の
考
ふ
る
が
如
〈
に
筒
車
に
諾
斉
の

回
答
を
奥
へ
得
な
か
う
た
ニ
ご
は
蛍
然
で
あ
っ
て
、
加
ふ
る
に
図
王
向
泰
は
向
ほ
幼
沖
で
あ
・
り
、
踊
政
を
註
レ
て

ま
(
の
政
務
に
嘗
ら
し
め
た
る
時
代
な
る
を
以
一
1
、
張
感
的
な
ペ

uyy
の
外
交
談
判
が
如
何
に
琉
球
人
を
苦
し
め
た

か
ご
一
お
ふ
富
市
は
察
す
る
に
俄

h
が
あ
る
、

ベ
作
り
は
共
の
「
遠
征
記
』
中
に
呑
気
に
し
て
因
循
姑
息
な
策
怖
を
用
ゆ

る
琉
球
人
ご
か
、
琉
球
の
首
鼠
両
端
主
義
ど
か
、
山
川
構
・
術
数
・
東
洋
風
の
陰
険
な
る
外
交
的
小
策
を
弄
す
る
琉
球

政
府
正
云
ム
が
如
吉
侮
点
的
の
語
句
を
周
ひ
て
琉
球
人

ω態
度
を
非
難
l
酬
明
笑
し
て
居
る
が
、
嘗
時
の
琉
球

ω骨
岬

政
者
の
立
場
ご
し
て
は
、
般
り
に
地
を
代
へ

τ米
人
を
し
て
共
の
局
に
嘗
ら
し
め
て
も
恐
ら
〈
あ
れ
以
上
の
却
は

矯
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
o

以
上
は
術
森
が
王
位
を
嗣
「
E
問
も
無
〈
宜
而
し
た
所
の
外
忠
問
題
で
あ
っ
て
、

一
歩
を
競
れ
ば
琉
球
は
米
人

自
ら
稲
す
る
最
初
の
帝
凶
主
義
者
(
E
叶
}
目
白
百
円
〉
目
立
自
ロ

H
E
B岳民
ω
ぺ
-
)
ペ
ル
リ
〆
の
嫌
腕
に
依
ち
て
合
衆
闘
の

柿
民
的
地
域
に
加
~
ら
る
、
一
助
で
あ
っ
た
、
然
る
に
同
ら
宇
も
本
闘
に
於
け
る
政
援
の
潟
め
に
ペ

uyy
の
計
査
は

絡
に
賞
現
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
ピ
は
、
開
制
力
琉
球
の
矯
め
の
み
な
ら
す
、
米
同
自
身
の
怖
統
的
の
名
容
を
維
排
す

る
縛
め
に
も
亦
幸
で
ゐ
っ
た
。

向
車
措
の
治
世
は
雷
に
外
一
息
に
困
h
z
災
せ
ら
れ
た
ば
か

h
で
な
(
、
叉
内
憂
に
因
・
り
て
も
少
か
ら
中
災
せ
ら
れ

花
、
殊
に
政
守
に
原
因
せ
る
疑
獄
事
件
の
如
き
も
の
を
き
へ
俊
生
せ
し
h
u

る
に
至
り
、
内
政
上
に
於
て
も
頗
る
多

.‘・
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難
の
時
代
に
遁
過
し
た
斜
め
に
、
安
政
六
年
術
泰
十
七
歳
の
時
綱
紀
の
粛
整
佐
計
h
、
擬
政
に
英
の
旨
を
詠

L
て

康
〈
之
を
一
般
に
仰
へ
し
め
た
、
「
数
俊
六
欽
」
な
る
も
の
は
即
も
是
れ
で
、
立
(
の
文
に
臼
〈
、

人
君
た
る
者
上
に
屑
り
下
を
奴
し
行
ム
所
の
政
事
日
々
多

L
、
凶
老
よ
り
諸
士
に
至
る
氾
常
に
赤
心
を
以
工

政
務
を
補
佐
す
べ
し
、
然
る
じ
近
頃
人
心
頚
敗
し
余
之
を
憂
ふ
る
ニ
正
切
な
り
、
畑
山
て
袋
に
数
俊
六
放
を
開
陳

し
て
衆
臓
の
心
符
を
示
古
ん
芯
す
。

↓
、
凡
ξ
回
士
た
る
者
賞
Z
な
〈
股
ピ
な
〈
皆
削
指
世
の
臣
た
る
を
以
て
、
克
〈
己
れ
の
職
責
を
明
か
に
し
忠
誠

を
哉
(
す
ぺ
し
、
況
ん
や
政
務
川
り
一
地
機
に
摩
す
る
者
は
世
人
の
模
範
正
な
る
も
の
な
れ
ば
常
に
私
情
を
去
h
会

務
を
枇
抑
や
'
ぺ
し
。

コ
、
読
書
は
専
ら
身
を
修
む
る
を
以

τ本
ご
す
る
も
の
な
れ
ば
、
必
争
経
侍
を
朋
め
て
之
を
賀
行

L
、
徐
力
め

れ
ば
閥
家
有
用
の
事
術
文
m

拍
子
を
準
ぴ
、
決
L
て
名
利
の
曲
学
士
好
り
こ
ご
勿
れ
。

日
、
人
々
事
脊
を
好
め
ば
品
目
に
財
を
蕩
識
し
家
を
傾
〈
る
の
み
な
ら
中
、
俗
を
妨
げ
民
を
害
す
る
も
の
な
れ

ば
、
常
に
宜
し
〈
節
俄
を
守
h
崎
町
飲
遊
放
の
楽
を
潟
す
こ
ど
勿
れ
。

剛
、
ル
そ
官
位
の
高
下
は
人
才
の
賢
否
に
依
る
も
の
な
れ
ば
、
訴
に
身
を
持
す
る
こ
ご

E
し
〈
荷
も
機
門
に
入

h
推
曲
事
を
求
む
る
こ
ご
勿
れ
。

目
、
人
々
邪
設
を
唱
へ
閥
政
を
磯
り
或
は
流
言
を
放
も
官
民
を
部
害
す
れ
ば
郷
諸
に
容
れ
ら
れ
5
る
ペ

L
、
第

第
二
十
凹
寄

ブL

プL

第
五
腕

四

設

苑

謀
れ
る
植
民
政
策
の
時
形
見
・
琉
球
、
と
ペ
ル
リ
提
督
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説

抗a

調
れ
る
航
民
政
策
山
崎
形
見
・
琉
球
と
イ
ル
ヲ
提
督

第
二
十
四
昏

九

C 

第
五
脱

四
四

〈
反
省
を
促
す
を
要
す
。

伏
、
農
民
は
貨
に
岡
家
の
本
な
hJ
、
荷
も
人
に
長
た
る
者
施
〈
此
の
心
セ
存
[
閣
の
基
礎
を
堅
〈
す
ぺ

L
、
近

ま
彰
同

頃
開
〈
諸
問
印
刷
引
紘
一
官
普
か
ら
宇
民
保
体
す
ご
、
余
傑
〈
之
を
憂
ふ
、
凡
手
釆
一
地
を
授
け
ら
る
、
者
以
能
f
愛
民

の
貨
を
奉
「
吋

L
。

ご
、
之
に
由
h
τ
糊
る
も
営
時
の
弊
風
及
び
人
心
の
傾
向
の
一
班
を
窺
ふ
こ
正
が
出
来
る
。

此
の
如
〈
内
治
外
交
上
幾
多
の
錯
綜
世
る
難
問
題
に
蓬
着
し
た
る
の
み
な
ら
争
、
従
来
政
治
上
隷
嵐
関
係
を
有

じ
た
日
本
に
も
、
経
済
上
依
風

L
来
っ
た
支
那
に
も
・
時
世
の
後
進
ご
共
に
急
激
な
る
品
由
化
の
起
つ

h
L
4
は
、
絡

に
琉
球
自
身
を
し
て
過
去
に
於
け
る
が
如
き
不
印
不
離
の
蹴
隊
な
る
態
度
を
持
続
せ

L
む
る
こ
子
宮
困
難
な
ら
し

め
、
何
れ
か
の
方
向
に
活
〈
ぺ
き
踏
を
拓
き
、
之
に
依
h
て
闘
運
り
基
礎
を
安
泰
な
ら
し
む
る
方
針
を
採
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
必
要
を
生
母
し
む
る
に
至
っ
た
。

WI巾制l一千年且』六回大乃至六回七頁。1) 
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